
ビジネスリスク軽減の為のアプリケーション品質プロセス 
～マーキュリーが考える品質管理の最適化～ 

マーキュリー・インタラクティブ・ジャパン株式会社 

 技術部 シニア・システムエンジニア マネージャー 鈴木 功彦 
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アジェンダ 

1. マーキュリー・インタラクティブとBTOのご紹介 

2. 統合的なアプリケーション品質管理の必要性 

3. マーキュリーが提供する「品質管理ソリューション」

のご紹介 

マーキュリーとBTOのご紹介 
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マーキュリーのご紹介 

ソフトウェアの機能テスト、負荷・性能テスト、性能監視等の自動化ツールおよび
ITガバナンスソリューションを提供するIT最適化のリーディングカンパニー 

– テスト効率の向上 

– 開発工程期間の短縮 

– ソフトウェア品質の向上 

設立： 1989年 

本社： 米国カリフォルニア州マウンテンビュー 

事業所： 世界26カ国 

従業員数： 約2,600名（全世界） 

お客様数： 約30,000社（全世界） 

売り上げ： 6.86億ドル（2004会計年度） 

1996年日本法人設立 

サポート、サービスを通じて多数の企業システムの 
トラブルや問題を経験 
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品質・性能検証市場での圧倒的なシェア 

IBM/Rational 
19.8% 

Compuware 
7.9% 

Mercury 
58.8% 

Empirix 
3.5% 

Segue 
3.3% 

Borland 
0.8% 

Radview 
0.6% Other 

5.5% 

IBM/Rational 
9% 

Segue 
4% 

Mercury 
77% 

Compuware 
3% 

Empirix 
2% 

Spirent 
2% 

Other 
2% Radview 

1% 

出典: Yankee Group 2005 

2004 Application Load Testing Products  
Worldwide Market Share 

Distributed Automated Software Quality 
Tools Worldwide Market Share 

出典: IDC 2005 

分散型自動ソフトウェア品質ツール市場 アプリケーション負荷・性能検証製品市場 
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BTO（Business Technology Optimization）分野に 
おけるMercuryのリーダシップ 
Gartner Magic Quadrant Leadership 
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Business Technology Optimization 

IT（情報テクノロジー）の 

ビジネス価値を 
最適化する 
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Business Technology Optimization 

アプリケーション 

ビジネス 

ITガバナンス 

要求 

正しいことをやって
いるか? 
 
正しくやっているか? 
 
ビジネス的な価値を
もたらしているか? 

開発 インフラストラクチャ 

アプリケーション 

マネージメント 

アプリケーション 

デリバリー 
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BTOライフサイクル 

ビジネス 

設計および開発 

品質の 
最適化 

性能の 
最適化 

運用 
Go 

No-Go 

変更の管理 

アプリケーションをインフラにマッピング 

可用性とパフォーマンスの管理 

問題の診断 

アプリケーションデリバリ アプリケーションマネージメント 

IT ガバナンス 

ポートフォリ
オの管理 

要求 
管理 

メンテナンス 

戦略的 
プロジェクト 

ビジネス上のニーズ アプリケーション, サービス, 製品 

時間とリソースの管理 

予算の管理 

プログラムやプロジェクトの管理 

エンドユーザ体感およびSLAの管理 
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マーキュリーのBTO製品ラインアップ 
IT ガバナンス 

MERCURY IT GOVERNANCE  CENTER™ 

Foundation 

Resource 
Management 

Change 
Management 

Program 
Management 

Demand 
Management 

Time 
Management 

Project 
Management 

Portfolio 
Management 

Financial 
Management 

Dashboard 

アプリケーションマネージメント アプリケーションデリバリー 

MERCURY QUALITY CENTER™ 

Dashboard 

TestDirector 
Requirements Mgmt • Test Plan 

Test Lab • Defect Mgmt 

Functional Testing 

QuickTest Professional 
WinRunner 

Business Process Testing 

LoadRunner 

Diagnostics 

(J2EE, .Net, SAP, Siebel, Oracle) 

Tuning 

Capacity Planning 

Global Management 

Foundation Foundation 

Dashboard 

End User Management 
Service Level Management 

Analytics 

System Availability Management 
(SiteScope) 

Application Mapping 

Diagnostics 
(J2EE, .Net, SAP, Siebel) 

Dashboard 

Foundation 

ソリューション:  J2EE  •  .Net  •  SAP  •  Siebel  •  Oracle  •  PeopleSoft 

MERCURY BUSINESS AVAILABILITY  
CENTER™ 

MERCURY  PERFORMANCE  CENTER™ 

マネージドサービス ・ コンサルティング ・ トレーニング ・ サポート 

マーキュリーのサービス 

統合的なアプリケーション品質管理の必要性 
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ITシステムにおけるリスク管理の重要性 

 ２．要求される機能が提供されない 

１．システム障害 

３．パフォーマンスが確保されない 

ITシステムのリスク 

２．要求される機能が提供されない 

１．システム障害 

３．パフォーマンスが確保されない 

 ２．ビジネス機会の損失 

１．信頼性の失墜 

３．ITコストの増大 

ビジネスリスク 
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時間 

品質 コスト 

ITシステムの管理 

これらの要素を統合的にとらえアプリケーション品質
をビジネスリスクとして管理する必要性が有る 
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品質に関する認識にはギャップがある 

システムインテグレータ 

アプリケーションが
設計書どおりに動作

すること。 

エンドユーザ 

アプリケーションがビ
ジネス要件（ユーザ
要件）を満たしてい

ること。 

（マーキュリー製品のユーザに対するアンケートより） 

あなたにとって、良い品質とは? 
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なぜアプリケーション品質に注力出来ないのか 
必然的なトレードオフがある。 

新しいビジネス的な機能
を利用可能にするのは
CIOの最優先事情。 

リリースまでの時間を短
縮して、より早くビジネス
で使えるようにという圧
力がかかる。 

コスト 納期 

リスク 

競争上の優位性 

売上に対するIT予算の割
合は6.3%から5.6%にダウ
ンした。 (’04 to ’05) 
CFOからはいつも予算を下

げるように圧力がかかる。 

納期 リスク コスト 

eBay: システムが22時間ダウン
したため、時価総額で26%を失っ

た。  
Grainger: SAPの導入で機能的
な問題のために$23Mを失った。  
United Airlines: サンフランシスコ
からパリまでのフライトに$25を支

払った。 
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開発ライフサイクルに潜む品質の阻害要因 

要件定義 

設計 

プログラミング 

テスト 

導入および運用 • 不明確なユーザ要件。 
• 頻繁な要件の変更。 

• 複雑なプログラミングを必要と   
する複雑な設計。 
• 標準の設計手法の欠如。 

• 再利用の困難な複雑なプログラム。 

• 開発スケジュールの遅れによ
る不完全なテスト。 
• 担当者によるテスト漏れ。 

• 予想した利用と実利用の違い
によるキャパシティの不足。 
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ソフトウエア開発ライフサイクルにおける 
欠陥の原因 

人 
5% 

環境 
5% 

文書化 

2% 

論理設計 

28% 

データ 

6% 

その他 
7% 

インターフェース 
6% 

要件定義 
41% 

*From a U.S. Air Force Project, F. Sheldon, 1992 

 Reliability Measurement from Theory to Practice 
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アプリケーション品質の最適化に必要な事 

標準化されたテストプロセスの確立 

テスト資産が一元化された共通の作業環境の提供 

テストの構成管理、変更管理が可能な環境の提供 

テストの自動化によるテスト効率の向上 

明確な品質評価基準の設定と可視性の提供。 
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統一された品質管理プロセス 

GO 
NO-GO 

要件を 
管理する 

品質を最適化する 

Defects 

テスト戦略と 
計画 

ユースケース 
の定義 

テストの作成と 
メンテナンス 

機能および 
回帰テスト 

テスト 
要件 

性能を最適化する 

性能検証 

チューニング 

キャパシティ 
計画 

Issues 

問題の診断 

ビジネス 
要件 

 品質の向上のよるリスクの低減を実現可能にします。 

マーキュリーが提供する 
「品質管理ソリューション」のご紹介 
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 Mercury Quality Center 

 Dashboard 

MERCURY QUALITY CENTER 

 

要件管理 テスト計画 テスト実行 不具合管理 

TestDirector for Quality Center 

機能テスト 

QuickTest Professional WinRunner 
Business Process  

Testing 

Application Delivery Foundation 

プロフェッショナルサービス 

マネージドサービス • コンサルティング •  トレーニング • サポート 

共有データレポジトリ ワークフロー アドミニストレーション 
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Mercury Quality Center 

 

2. TestDirector for Quality Center によるテスト工程管理 

1. Dashboardによる品質の可視化 

3. QuickTest Professioal による機能検証テストの自動化 

4. Business Process Testingによるビジネスプロセスの検証 

統合品質管理ソリューションの提供 

  テスト作業の効率化 (~ 400%) 

  稼動中の不具合を削減 (~ 75%) 
   ITプロジェクト開発における予算超過を60% 削減 

品質可視化ツール 
Mercury Quality Center Dashboard 
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Quality Center Dashboard 
プロジェクトマネージャ、CIOと言った職責を担っている方がご自身の管理され

ているテストプロジェクトの状態（進捗、品質レベル）を把握する為のハイレベ
ルなインターフェースが提供されます。 

 
予め管理指標毎に設定されたしきい値に基づき各テス
トプロジェクトの状態をトラフィックライト形式のインター
フェースにより表示します。 
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Quality Center Dashboardの管理指標（KPI） 

１日当たりの不具合の総数 

１日当たりに再オープンした不具合の数（重要度毎） 

１日当たりに再オープンした不具合の数（優先順位毎） 

再オープンした不具合の数 

不具合改修平均時間（重要度毎） 

不具合改修平均時間（優先順位毎） 

不具合投入率（重要度毎） 

不具合投入率（優先順位毎） 

ステータス毎の不具合の数 

重要度毎の不具合の数 

優先順位毎の不具合の数 

不具合改修率（重要度毎） 

不具合改修率（優先順位毎） 

１日当たりにクローズした不具合件数（重要度毎） 

１日当たりにクローズした不具合件数（優先順位毎） 

不具合 

１日当たりのテスト数 

１日当たりのテスト実行数 

ステータス毎のテストの数 

最終テスト実行ステータス 

Tests 

  

要件の総数 

ステータス毎の要件割合 

ステータス毎の要件件数 

要件 
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問題が有ると判断されたプロジェクトのプロジェクト
名をダブルクリックする事により、判断に用いられ

たデータの状態を表示する事が出来ます。 

優先順位に“緊急”が設定されている

不具合が全体の２７パーセント存在し
ている為に問題の有るプロジェクトと

判断されている事が判ります。 

Quality Center Dashboard 
各テストプロジェクトのインディケータのステータスを表示するのに辺り
使用されたデータの状態をブレークダウンし表示させる事が出来ます。 
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Quality Center Dashboard 
要件、テスト、不具合の各カテゴリ別に、様々な角度からテストプロジェクト
の状態を把握する為に必要なポートレートを表示させる事が可能です。ま
たユーザ独自のポートレートを作成する事も可能です。 

各テストプロジェクト毎に優先順位
の値別のグラフを表示しています。 

各テストプロジェクト毎に重要度
別のグラフを表示しています。 

各テストプロジェクト毎に改修作業を急ぐ必要の有る不具合がどの程度存在
しているのかを容易に判断出来、早急に対策をとる事が可能になります。 
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 プロジェクトマネージャ、ＣＩＯと云ったシステムの運用開始を決断され
る方が、適切にシステムのカットオーバー時期を判断し品質の高いシス
テムを提供する事が可能になります。 

Quality Center Dashboard    

重要なアプリケーションのリスク管理が可能 

リアルタイムにプロジェクトのステータスが提供されます。 

速やかにアプリケーション・デリバリ上の問題を認識し解決
する事が可能になります。 

アプリケーション・デリバリの有効性を測定 

テスト工程管理ツール 
Mercury TestDirector for 

 Quality Center 
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各部門、ベンダー間での情報共有が出来ていない  
テスト情報（テストケース、不具合情報）が重複管理される
事による非効率な作業が発生する 

テストの構成管理、変更管理が十分に実施されていない 

 テスト内容と開発要件とのずれが生じる事によりテスト工数の増大   
及び品質の低下を招いてる 

進捗状況が正しく把握されていない 

 スケジュールに遅れが生じた時に早期の対応が図れない。                
カットオーバー時期の予測が出来ない。 

各部門間の連携が十分ではない 

 不具合への対応の遅れと重複作業が生じる 

テスト終了後のレポート作成に時間が掛かる 

 各部門毎にテストデータの管理方法が異なる為、レポートを
作成するのにあたって膨大な工数が発生する 

Today 

テスト工程管理における課題 
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TestDirector for Quality Center によるテスト管理 
標準化されたテストプロセスの提供及びWebアプリケーション基盤によりいつでもどこからでも

一元管理されたテスト資産へのアクセスを可能にする事により効率的なテスト作業環境を提供 

要件 

テスト計画 

テスト実行 

不具合 要件 要件 テスト手順 
テスト手順 

テストドキュメント 
テストドキュメント 

テストスクリプト 
テストスクリプト 

テスト結果 
テスト結果 

テスト資産 

不具合情報 
不具合情報 

スケジュール 
スケジュール 

進捗情報 
進捗情報 

テストプロセスの標準化 

 
リポジトリ 

リポジトリによりテスト資産の一元管理 
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TestDirectorでの要件管理 

要件文書で管理される項目 

– 要件内容 

– 優先度 

– レビューステータス 

– 変更履歴     など 

重要な要件はどれか？ 

レビューされたか否か？ 

誰がいつ変更したのか？ 

テスト工程管理ツールの中で要件を定義出来る事により開発の早い段階からテ
ストの準備が可能になります。 

要件とテストケースの紐付けを行
う事により各要件毎のテスト実行
カバレッジを容易に把握する事が
可能になります。 
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TestDirectorでのテスト計画管理 

テストケースはツリー構造で分類されま
す。 

QuickTest Professionalによる自動テ
スト及びマニュアルテストの両方を一元
的に管理する事が出来ます。 

複雑度を増すシステムに対する膨大なテストケースを体系立てて
一元的に管理する事が可能になります。 

• 各テストケースで実行される操作内容とそ
の結果得られるべき“期待値”をステップ毎に

定義します。 

（機能テストとは、入力に対して出力が期待
値どおりであるかどうかを検証することです） 

• ExcelやWordで作成された既存のテスト手
順書からTestDirectorにデータを取り込む事

も可能です。 
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TestDirectorでのテスト実行管理 

QuickTest Professionalとの連携機能によりテスト実行の効率化
が図れます。 

テストは、実行単位ごとに、“テストセット”にまとめられます 

– テストの目的に応じたテスト実行管理が可能になります。 

テスト実行者は、個々のテストではなく“テストセット“を実行します 

– テスト実行フローの設定によりテスト実行漏れを防ぎます 

– 実行マシンの割当て及び実行スケジューリング機能によりテストで利用出来る
ハードウェアリソースと時間を最大限活用してテストの実行効率を最大化します 
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TestDirectorでの不具合管理 

不具合文書で管理される項目 

– 内容（再現手順 など） 

– 検知者 

– 優先度 

– 重要度 

– 修正担当者 

– 修正ステータス 

– 修正までの予定日数 

– 修正までの実日数  など 

障害発生時の画面ショット、障
害発生したPCのシステム情報
なども添付文書として簡単に
保存できます 

不具合情報を一元管理する事により、対応の漏れを防ぐと共に 
優先順位付けする事により重要な不具合からの対応を施します。 
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TestDirectorによるテスト工程管理の利点 

利害関係者に共通のテスト作業環境を提供出来る 

テスト資産の重複管理の防止 

テスト品質のばらつきを解消 

テストの構成管理、変更管理が実現出来る 

要件変更が有った場合の影響度の把握 

要件とテスト内容の乖離を防ぐ 

テストドキュメント作成の効率化 

テストの進捗及び品質の可視化が可能になる。 

テスト終了後のドキュメント作成に掛かる工数、コストの削減 



自動機能検証ツール 
Mercury QuickTest Professional 
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テストにおける現状の課題 

 短期間でのシステム開発 

 限られた時間の中で十分なテストを実行し品質を確保する難しさ．．． 

アプリケーションの規模の拡大及び複雑化 

 テストケースが増大する事により、納期迄のテスト完了が困難に．．． 

 対応プラットフォームの増加 

 プラットフォーム毎に同一テストを繰り返す非効率さ 

 システムのライフサイクルの短縮傾向 

 システムが変更される度に繰り返されるテスト作業 

頻繁にリリースされるサービスパック等 

 アプリケーション自身のサービスパックのみならず、OS自体のサービス 

   パック、セキュリティーパックの適用時にもテストが必要．．． 
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GUI機能検証ツール QuickTest Professional 
より正確に、効率的に、ビジネス視点での機能検証を行います 

• Windows上で動作するアプリ
ケーションに対して“ブラック
ボックステスト”を自動実行 

• 多様な環境に対応 

• テストの自動化を支援する為
の先進的な機能の提供によ
り自動化の作業の効率化を
実現出来ます。 

• 各種チェック機能を搭載 

- プロパティチェック 

- ビットマップチェック 

- テキストチェック 

- データベースチェック 
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入力データのパラメータ化 
入力データをパラメータ定義することで、テストケースを作成します 
スクリプトは、データテーブルに設定された行数分、自動反復実行します 

パラメータ化された項目への入力値
をデータテーブルト上に定義します 

スクリプトを実行すると、データ
テーブル中のデータがアプリ
ケーションに入力されます 
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自動テストの利点 

テストの効率化 

テストを高速かつ高い精度で行うことができる。 

単純作業、反復作業を集約化することができる。 

レグレッションテストの効率化を実現する事が出来る。 

品質の向上 

広範なテストカバレッジを実現することができる。 

テスト管理 

テストドキュメントを自動生成することができる。 

テスト資産の管理・メンテナンスを容易に行うことができる。 
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